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　コマツは、当社グループの企業活動に関して重要な情報に焦点を絞った簡潔な年次報告書の「コマツレポート」を作成
しており、財務、環境保全および社会性については、それぞれ、より詳細な報告書を別途作成し情報開示を行っています。
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 KOMATSU REPORT について

報告対象期間： 2016年4月1日～�
2017年3月31日

当レポートに記載している「2016年度」およ
び「2017年3月期」は、特に記載のない限り、
2016年4月1日から2017年3月31日までの期
間を示しています。

見通しに関する注記事項
当レポートに記載されている将来の業績に関す
る予想、計画、見通しなどは、現在入手可能な
情報に基づき当社の経営者が合理的と判断し
たものです。

実際の業績はさまざまな要因の変化により、記
載の予想、計画、見通しとは大きく異なることが
ありえますことをご承知ください。そのような
要因としては、主要市場の経済状況および製品
需要の変動、為替相場の変動、国内外の各種規
制ならびに会計基準・慣行などの変更などが含
まれます。

（表紙）
チリの鉱山で稼働する“P&H”ロープショベルとコ
マツ「930E」ダンプトラック
（“P&H”はコマツマイニング（株）のブランドです）
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ステークホルダーの皆さまへ

　株主の皆さまには、日頃よりご理解とご支援をいただき、厚く御礼申しあげます。
　2016年度（2016年4月1日から2017年3月31日まで）は、売上・利益とも期初（4月27日）業績予想を上回ったもの
の、連結売上高は1兆8,029億円（前期比2.8％減）、営業利益は1,740億円（前期比16.5％減）となりました。
　2017年度は、�不安定要素はあるものの建設・鉱山機械の需要回復が期待されます。こうしたなか、4月には米国の大
手鉱山機械メーカー「ジョイ・グローバル社」の買収手続きを完了し、「コマツマイニング（株）」と商号変更いたしました。
　コマツの経営の基本は、「品質と信頼性」を追求し、企業価値を最大化することです。全社員が「コマツウェイ」を共有し、
環境・社会・コーポレートガバナンスをこれまで以上に強く意識しながら、業績の向上、企業体質の更なる改善および社
会的使命の達成をバランスよく実現してまいります。
　株主の皆さまには、引き続き変わらぬご支援、ご協力を賜りますよう、よろしくお願い申しあげます。

2017年7月

取締役会長� �代表取締役社長
野路�國夫� 大橋�徹二

目次
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社長インタビュー

2016年度業績を振り返って下さい。

　コマツは、2016年4月、3カ年の中期経営計画「Together�We�Innovate�GEMBA�Worldwide�－Growth�
Toward�Our�100th�Anniversary(2021)�and�Beyond－」をスタートしました。その初年度となる2016年度
の連結売上高は前年比2.8％減収の1兆8,029億円、営業利益は16.5％減益の1,740億円、売上高営業利益率
は9.7％、当社株主に帰属する当期純利益は1,133億円となりました。

連結業績の推移
■ 売上高 ■ 営業利益と売上高営業利益率

目次
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■ 純利益とROE ■ 為替レート

配当金について
■ １株当たりの年間配当金＊

目次

http://www.komatsu.co.jp/CompanyInfo/profile/basics_management/
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建設機械・車両部門の市場環境と概況はいかがでしたか？

　2016年度の後半から中国やCIS、インドネシアなどで需要が増加し、現地通貨ベースでは増収となりましたが、
円高の影響が大きく、売上高は前年比1.6％減の1兆5,765億円となり、セグメント利益は前年比4.3％減の1,616
億円となりました。

リテールファイナンス部門の業績をご説明下さい。

　リテールファイナンス部門では、北米などで資産の増加があったものの、円高の影響により、売上高は前期比
9.0％減の490億円となりました。セグメント利益は、主に中国での引当金計上に伴い、前期比66.6％減の44億
円となりました。

目次
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産業機械他部門の業績はいかがでしたか？

　自動車業界向けの鍛圧機械(プレス機械など)および工作機械の販売が減少したことに加え、旧コマツハウス
（株）売却による連結除外の影響などにより、売上高は前期比13.2％減の1,910億円となりました。セグメント利
益は前期比35.7％減の124億円となりました。

2017年度の見通しをご説明下さい。

　建設機械・車両部門では、ここ数年低迷していた鉱山機械需要の回復が見込まれるとともに、本年4月に買収を
完了した米国の大手鉱山機械メーカーであるジョイ・グローバル社（新社名：コマツマイニング（株））の新規連結の
効果により、売上高の増加が見込まれます。利益については、主にジョイ・グローバル社の買収に伴う一時費用（公
正価値評価した棚卸資産の売上原価計上、無形固定資産の償却費など）が初年度に大きく発生するため、減益と
なる見通しです。
　リテールファイナンス部門では、円高の影響により減収となるものの、中国での引当金の計上がなくなることか
ら増益となる見通しです。
　産業機械他部門では、鍛圧機械、工作機械の販売量増加が見込まれるため、増収増益となる見通しです。
　本業績見通しにおける為替レートは、1米ドル＝105円、1ユーロ＝115円、1人民元＝15.0円を前提としてい�
ます。

連結業績の予想

「３つの経営戦略」の活動状況はいかがでしょうか？

　市場環境は、一部に回復の兆しが見えるとはいえ、依然として本格的な反転上昇には至らず、先行き不透明な
状態が続いています。こうしたなかコマツは「イノベーションによる成長戦略」、「既存事業の成長戦略」、「土台強
化のための構造改革」の3つの経営戦略を推進しています。

※

※

目次
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イノベーションによる成長についてご説明下さい。

　スマートコンストラクションについては、ソリューションの核となるICT建機のラインナップ拡充に努めたほか、
従来、レンタルのみで取り扱ってきた本体の販売も2016年4月から開始するなどの活動を通じ、2017年6月現在、
日本国内で累計2,800以上の建設・土木現場に展開しています。また、海外での積極展開を目指し、2017年3月、
米国ラスベガスで開催された建設機械の展示会「ConExpo2017」においても、スマートコンストラクションのデ
モンストレーションを実施しました。
　鉱山機械事業においては、無人ダンプトラック運行システム専用となる、運転室（キャブ）を持たない無人専
用運搬車両「Innovative�Autonomous�Haulage�Vehicle」を米国ラスベガスの鉱山機械見本市「MINExpo�
INTERNATIONAL®�2016」に出展しました。
　私たちは鉱山機械の稼働最適化、遠隔操作、無人化を積極的に進めることで鉱山現場の安全と生産性の大幅な
向上に貢献し、お客さまにとってなくてはならない存在になることを目指しています。

目次
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既存事業による成長についてはどのようにお考えでしょうか。

　2016年4月、米国の大手鉱山機械メーカー「ジョイ・グローバル社」を買収し、「コマツマイニング(株)」と改称し
ました。同社の買収により、これまでコマツが保有していなかった超大型鉱山機械やドリル、(坑内)地下掘り向け
鉱山機械などの製品ラインナップが拡大するとともに、お客様に対して幅広いソリューションが可能となります。
　買収後、半年ほどかけて、向こう３年程度を見据えた統合計画を検討していますが、長期的にコマツの主要事業
である鉱山機械事業の体制を大幅に拡充し、お客さまに対しての新しい価値提供にも資する大きなプロジェクトと
考えています。
　中期経営計画では、新興国市場の中で特にコマツの強みであり、今後大きな成長が期待できるアジア建機市場
において「ダントツNo.1」の確固たる地位を築くべく、現地での商品開発と人材の育成に向けた事業強化を図って
きました。アフターマーケット事業においては、定期交換部品やアタッチメントなどの販売強化に加え、前期に買収
したレンホフ社(ドイツ)のアタッチメント商品をはじめとした品揃えの拡充を進めました。その結果、部品の売上は
第４四半期において過去最高となりました。
　今後も、既存分野におけるダントツ商品の開発に注力しつつ、砕石・セメント市場での競争力強化、分野向け商
品の拡充、林業機械事業の拡大にも継続して取り組みます。
　産業機械他部門では、コマツ産機(株)が運営する「テクノイノベーションセンタ」を、石川県小松市に開設しまし
た。最新機種であるプレスブレーキ「PVS1353」、サーボプレス「H1F200-2」をはじめとする展示機に加え、最新
のIoTである「板金ネットワーク」をお客さまに体感いただき、拡販に努めました。

目次

http://komatsu-ir2017.client-tsukurun.net/index.html#tab2
https://home.komatsu/CompanyInfo/ir/annual/html/2017/movies/movie01.mp4
https://home.komatsu/CompanyInfo/ir/annual/html/2017/movies/movie02.mp4
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土台強化についてご説明下さい。

　コマツの売上高は2000年代初めに比べおよそ２倍となりましたが、固定費はほぼ一定に抑制しています。今後
も、「成長とコストを分離する」という考え方に立ち、成長への投資と並行して、積極的な原価低減、適正な固定費
水準の維持に努めていきます。
　製造現場においては、コマツの生産拠点にとどまらず、協力企業の生産設備までもネットワークでつなぎ、リア
ルタイムに現場を「見える化」する「ＫＯＭ－ＭＩＣＳ」による生産改革を推進しています。さらに市場情報を工場に直
結化することで、製品、部品供給のスピードアップと、在庫の適正化を図ります。

目次
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　また企業における価値創造の源泉は社員です。コマツは多様性こそ会社と個人の発展の原動力であると捉え、
コマツグループの社員一人ひとりが働きがいと誇りを持ち、能力を十分に発揮できる職場や仕組みを提供すると
ともに、人材育成を継続して行っていきます。

ＥＳＧについてはどのようにお考えでしょうか。

　コマツグループは、「環境」、「社会」、「企業統治」の「ＥＳＧ」の各分野に、積極的に取り組んでいます。�環境への
取り組みでは、建設機械のライフサイクル全体におけるCO2総排出量の90％がお客さまの現場における稼働中
に発生することを受け、燃料消費の少ない商品やサービス・ソリューションの開発に注力しています。
　スマートコンストラクションと組み合わせた当社ＩＣＴ油圧ショベルは、作業機の自動制御による稼働時間の低減、
工期短縮などの結果、CO2の排出量が20～30％削減した例もあります。
　社会への取り組みにおいては、コマツグループは「本業を通じたＣＳＲ活動」を基本としつつ、自らの強みを活かし
た「社会貢献活動」を行うことで、社会に対する責任を果たすことを基本と考えています。例えば国や地域によって、
建設・鉱山機械の操作・整備技能やモノ作り技能の習得は、地元産業の振興や、就労支援に結びつきます。このよ
うな地域の実情に合わせた人材育成支援を、今後も推進していきます。
　企業統治について、コマツの行動規範である「コマツウェイ」に基づき、「取締役会の活性化」「すべてのステーク
ホルダーとのコミュニケーション」「ビジネス社会における法令を含むルールの遵守」などを徹底しています。
　取締役会においては、取締役8名のうち3名を社外取締役、監査役5名のうち半数以上を社外監査役にし、経
営の透明性と客観性の確保に努めています。リスク管理活動の一環としては、2008年度よりコンプライアンス・�
リスク監査（CR監査）を実施しています。

目次
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Q最後にメッセージをお願いします。

　ステールホルダーの皆さまには、日頃よりご理解とご支援を賜り、厚く御礼申し上げます。今後とも引き続き変
わらぬご支援、ご協力を賜りますよう、宜しくお願い申し上げます。
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リンク元のページ


業績・財務ハイライト

		

		業績・財務ハイライト（連結ベース） ギョウセキザイムレンケツ

		[米国会計基準] ベイコクカイケイキジュン																						（単位：百万円） タンイヒャクマンエン

				2006年度 ネンド		2007年度 ネンド		2008年度 ネンド		2009年度 ネンド		2010年度 ネンド		2011年度 ネンド		2012年度 ネンド		2013年度 ネンド		2014年度 ネンド		2015年度 ネンド		2016年度 ネンド

		売上高 ウリアゲダカ		1,893,343		2,243,023		2,021,743		1,431,564		1,843,127		1,981,763		1,884,991		1,953,657		1,978,676		1,854,964		1,884,991

		営業利益 エイギョウリエキ		244,741		332,850		151,948		67,035		222,929		256,343		211,602		240,495		242,062		208,577		174,097

		売上高営業利益率（％） ウリアゲダカエイギョウリエキリツ		12.9		14.8		7.5		4.7		12.1		12.9		11.2		12.3		12.2		11.2		9.7

		税引前当期純利益（△損失） ゼイビマエトウキジュンリエキソンシツ		236,491		322,210		128,782		64,979		219,809		249,609		204,603		242,056		236,074		204,881		166,469

		当社株主に帰属する当期純利益（△損失） トウシャカブヌシキゾクトウキジュンリエキソンシツ		164,638		208,793		78,797		33,559		150,752		167,041		126,321		159,518		154,009		137,426		113,381

		注： 「当社株主に帰属する当期純利益」は、2008年度までの「当期純利益」と同じ内容です。 チュウ

		総資産 ソウシサン		1,843,982		2,105,146		1,969,059		1,959,055		2,149,137		2,320,529		2,517,857		2,651,556		2,798,407		2,614,654		2,656,482

		運転資本 ウンテンシホン		358,565		412,145		370,952		398,375		444,384		536,662		664,480		701,201		716,524		685,559		719,339

		有形固定資産 ユウケイコテイシサン		388,393		491,146		525,462		525,100		508,387		529,656		585,220		667,347		743,919		697,742		679,027

		株主資本 カブヌシシホン		776,717		887,126		814,941		833,975		923,843		1,009,696		1,193,194		1,376,391		1,528,966		1,517,414		1,576,674

		株主資本比率（％） カブヌシシホンヒリツ		42.1		42.1		41.4		42.6		43.0		43.5		47.4		51.9		54.6		58.0		59.4

		ネット有利子負債 ユウリシフサイ		256,821		349,988		509,248		502,818		459,110		563,814		585,926		513,918		481,817		349,081		286,512

		ネット・デット・エクイティ・レシオ（倍） バイ		0.33		0.39		0.62		0.60		0.50		0.56		0.49		0.37		0.32		0.23		0.18

		注： ネット有利子負債は、有利子負債から現預金を差し引いたネットの負債額です。 チュウユウリシフサイユウリシフサイゲンヨキンサヒフサイガク

		ROA（総資産税引前当期純利益率）（％） ソウシサンゼイビマエトウキジュンリエキリツ		13.5		16.3		6.3		3.3		10.7		11.2		8.5		9.4		8.7		7.6		6.3

		ROE（株主資本当社株主に帰属する当期純利益率）（％） カブヌシシホントウシャカブヌシキゾクトウキジュンリエキリツ		23.5		25.1		9.3		4.1		17.2		17.3		11.5		12.4		10.6		9.0		7.3

		営業活動によるキャッシュ・フロー エイギョウカツドウ		162,124		160,985		78,775		182,161		150,402		105,608		214,045		319,424		343,654		319,634		256,126

		投資活動によるキャッシュ・フロー トウシカツドウ		△ 99,620		△ 128,182		△ 145,368		△ 72,967		△ 88,509		△124,539		△131,397		△ 167,439		△ 181,793		△ 148,642		△ 133,299

		財務活動によるキャッシュ・フロー ザイムカツドウ		△ 41,389		△ 17,422		57,219		△ 116,363		△ 56,365		18,781		△71,814		△ 155,349		△ 143,983		△ 173,079		△ 107,718

		現金及び現金同等物の期末残高 ゲンキンオヨゲンキンドウトウブツキマツザンダカ		92,199		102,010		90,563		82,429		84,224		83,079		93,620		90,872		105,905		106,259		119,901

		設備投資額 セツビトウシガク		129,680		145,730		162,512		96,191		97,738		122,038		136,962		179,070		192,724		160,051		142,006

		減価償却費 ゲンカショウキャクヒ		65,421		74,628		97,241		90,215		88,442		89,015		88,005		85,837		100,666		111,174		103,219

		研究開発費 ケンキュウカイハツヒ		46,306		49,673		53,736		46,449		49,005		54,843		60,788		64,479		70,715		70,736		70,507

		注：減価償却費は、有形固定資産ならびに無形固定資産の償却額の合計額を記載しています。 チュウゲンカショウキャクヒユウケイコテイシサンムケイコテイシサンショウキャクガクゴウケイガクキサイ

		1株当たり当社株主に帰属する当期純利益（△損失）（円） カブアトウシャカブヌシキゾクトウキジュンリエキソンシツエン		165.70		209.87		79.95		34.67		155.77		173.47		132.64		167.36		162.07		145.80		120.26

		1株当たり株主資本（円） カブアカブヌシシホンエン		781.57		891.49		842.04		861.51		954.48		1,060.31		1,252.33		1,443.97		1,622.48		1,609.69		1,672.01

		1株当たり配当金（円） カブアハイトウキンエン		31		42		40		16		38		42		48		58		58		58		58

		為替レート：米ドル（円） カワセベイエン		117		114		101		93		85		79		83		100		110		121		109

		為替レート：ユーロ（円） カワセエン		151		162		143		131		113		110		107		133		140		132		119

		為替レート：元（円） カワセゲンエン		-		15.3		14.7		13.6		12.7		12.4		13.2		16.3		17.7		19.0		16.2

		注：為替レートは期中平均レートを記載しています。 チュウカワセキチュウヘイキンキサイ

		従業員数（人） ジュウギョウインスウニン		33,863		39,267		39,855		38,518		41,059		44,206		46,730		47,208		47,417		47,017		47,204
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戦略的取り組み
■ スマートコンストラクション

　日本国内の建設・土木業界では、労働人口や高度熟練技
能者の減少が深刻となる中、建設現場の安全性・生産性の
向上が急務となっています。
　コマツは、建設現場のあらゆる情報をＩＣＴでつなぎ安
全で生産性の高いスマートな未来の建設現場を創造し
ていくソリューション事業「スマートコンストラクション」を
2015年2月に市場導入いたしました。
　国土交通省は2015年11月、測量、設計、施工、管理に
いたる全プロセスに情報通信技術を取り入れた新しい施
工基準「i-Constrcution」を導入しました。
　当社ウェブサイトにおいても、既に100件以上の具体的
な導入事例をご紹介しております。

■ Innovative Autonomous Haulage Vehicle

　無人ダンプトラック運行システムは2008年の実用化以来、導入鉱山における作業効率を向上するだけでなく、信頼
性の観点でも優れた稼働率(トラブルの少なさ)から高く評価されています。
　無人稼働する車両においては、「運転席が車両の前方向」という概念を越えた新しい可能性が生まれます。その可能
性を議論し、実用化を目指しているのがInnovative�Autonomous�Haulage�Vehicleです。
　無人運転においては、シャトル(折り返し)走行によって積込場や排土場での「切り返し」を省くことで、作業サイクルタ
イムが短縮します。空車でも積車でも4輪等荷重配分として、4輪駆動・4輪リターダ・4輪操舵を採用していますので、
特に、多雨・多雪などの滑りやすい現場や積込場の狭さなどの制約から既存の無人ダンプトラックでは稼働しづらい現
場にも導入することができ、大幅な生産性の向上が見込まれます。現在はアリゾナ州にあるコマツアメリカの試験場で、
商品化に向け各種試験を実施しています。Innovative�Autonomous�Haulage�Vehicleの稼働イメージ(動画)は、
下記よりご覧ください。

目次
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■ コマツマイニング(株)(旧 ジョイ・グローバル社)による事業の拡充

　米国ジョイ・グローバル社は鉱山機械事業で100年以上の長い歴史を有し、コマツがこれまで保有していなかった超
大型の露天掘り向け鉱山機械および坑内掘り向け鉱山機械の製造・販売・サービスを行うグローバル企業です。
　鉱山機械が稼働する現場では、大きく2つの採掘手法(露天掘り、坑内掘り)が取り入れられます。このうち従来のコ
マツは露天掘り向けのみに留まり、その中でも一定の大きさを超える超大型の露天掘り向け積み込み機械はカバーして
いませんでした。
　今後、鉱物資源の採掘において、経済合理性の点から露天掘りの機械の大型化と、坑内掘りのニーズがますます高ま
るなか、ジョイ・グローバル社の買収により、コマツが保有していない超大型の露天掘り向け鉱山機械および坑内掘り向
け鉱山機械などが新たに製品ラインナップに加わりました。
　また両社は長年にわたって鉱山機械の直接販売・直接サービス体制をとってきました。買収を通じて、「品質と信頼性」
を重視するコマツとコマツマイニングのモノ作り技術が融合するだけでなく、お客さまと直接向き合い、深い経験とノウ
ハウを持つ両者の販売・サービス体制も統合・強化します。そして両社の強みである「IoT(Internet�of�Things)」を活か
し、露天掘りおよび坑内掘り向け鉱山機械をコマツの鉱山管理システム上でつなぎ、機械の稼働最適化、遠隔操作、無
人化を進めることで、鉱山現場の安全および生産性の大幅な向上に貢献します。

ごあいさつ
　私が20年近く働いてきたコマツは、今年の初め、鉱山機械およびその直接サービスにおけるマーケットリーダーであ
るジョイ・グローバル社の歴史的買収を完了しました。商号を変更したコマツマイニング(株)は、熱意あふれる1万人以
上の社員が働く企業であり、130年以上にわたり優れた鉱業ソリューションを提供してきた伝統を誇る企業です。その初
代社長であることを私は光栄に思います。
　鉱山ビジネスにおける私の経験は、西オーストラリア・スクール・オブ・マイン(鉱山専門大学)で学び、次いでクイーン
ズランド大学に在学していた当時から始まります。1985年、鉱山コンサルタントとしてチリに転居し、いくつかの銅鉱山
ビジネスに関わりました。1998年にはチリ鉱山業務のゼネラルマネージャーとしてコマツに入社し、2003年、コマツカ
ミンズチリ(有)の社長兼CEOに就任。�2008年からはコマツ中南米(株)の社長兼CEOを兼任しました。
　コマツマイニング社長兼CEOに就任して以来、極めてエキサイティングな時間が経過し
ています。これは我々の鉱山機械ビジネスの歴史における、新しい章の始まりなのです。２
社の融合を通じて、我々は強みを結集し、数多くのビジネスチャンスにおいて「イノベーショ
ンの重視」「事業の優位性」「常に安全性とお客さまのニーズを最優先する姿勢」といった、
我々に共通する価値を一層高めることができるのです。
　我々2社がともに歩む、より強い未来への旅が始まりました。まず私たちは、互いを学び
合い、お客さまに対し、より大きな価値を提供できるよう自分たちのビジネスを見直すこと
から始めなくてはなりません、その進捗と共に、我々のチームが鉱山ビジネスの発展に資す
る優れた製品・サービスを提供していく姿をご報告できることを、私は楽しみにしています。

目次

リンク元のページ

https://home.komatsu/CompanyInfo/ir/annual/html/2017/movies/movie05.mp4
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■  アジア開発センタ・アジア トレーニング＆デモンストレーションセンタの開設

　昨年10月、アジア諸国におけるお客さまのニーズに即応し、車両やアタッチメントを迅速に開発し市場導入を進める
ため、インドネシアに「アジア開発センタ」を開設しました。今後、地域において車両の最適な使い方を推薦するセールス・
エンジニアリング（SE)の機能も果たしていきます。
　さらに11月には、タイに、代理店向けの商品・技術トレーニングや、お客さま向けの商品デモンストレーションなどを
行う「アジア�トレーニング＆デモンストレーションセンタ」を開設しました。教育プログラムは、実機を使用した営業、サー
ビス、プロダクトサポートセールスレップ（PSSR）および修理・整備教育が中心です。当年度末時点で既に14コース、95
名が受講しました。デモサイトではお客さまを招待し、機械のデモやオペレーターのトレーニングを行っています。

■ KOM-MICS
　「KOM-MICS(KOMatsu�Manufacturing� Innovation�
Cloud�System)」とは、製品と生産のプロセスデータを対
応づけて蓄積することで、機械の止めない化・歩留り向上・
トレーサビリティの確保、予知保全を実現するコマツ独自
のIoT�生産支援プラットフォームです。
　耐久性に優れた現場専用端末「K-MICS�Pad」（写真右
手）を使い、KOM-MICS�で知能化した現場による生産改
善・機械の止めない化などを進め、大幅なコスト改善を目
指していきます。

目次

リンク元のページ

リンク元のページ
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ESG（サステナビリティ）

 ESGへの取組みの強化

　コマツグループでは、従来からESG、つまり「E：環境」「S：社会」「G：企業統治」の各分野に積極的に取り組んで
きました。ESGの重要性は、ますます高まっています。今回の中期経営計画でも、このESGを強く意識しながら�
「環境」「社会」「企業統治」のESGの各分野に積極的に取り組んでいきます。

（注）「E（Environmental）：環境」「S（Social）：社会」「G（Governance）：企業統治」

 環境保全活動

　環境保全における重要なテーマとして二酸化炭素（CO2）排出量の削減があります。建設機械のライフサイクル
（右図）において、製品の使用中のCO2排出量はライフサイクル全体の約90％を占めています。環境を意識した
製品の開発（燃費性能の向上、ICTの活用など）により、お客さまが建設機械を使用する際のCO2排出量の削減に
貢献します。

 社会性活動(CSR)

　コマツグループは「本業を通じたCSR活動」を基本としつつ、自らの強みを活かした社会貢献活動を行うことで、
社会に対する責任を果たしていきたいと考えています。
　現在でも、世界各地域のグループ会社において、地域における課題解決のための支援活動を行っています。
　例えば、高齢化や新規就業者が深刻な問題となっている日本の農業に対しては、モノ作りのノウハウを活かした
支援を行っています。
　これからも世界各地域の事情、課題に耳を傾け、グループとして地域に根ざした社会貢献活動を行っていき�
ます。

■ コーポレート・ガバナンス、コンプライアンス、リスク管理
　コマツは、品質と信頼性を追求し、企業価値を最大化させることを経営の基本としています。「企業価値」とは、コマツ
を取り巻く社会と全てのステークホルダーからの信頼度の総和であると考えています。
　この信頼度の総和を高めるためには、業績の向上だけでなく、コーポレート・ガバナンス、コンプライアンス、リスク�
管理を通じ、経営の健全性と透明性を高めることが重要です。

 コーポレート・ガバナンス

　すべてのステークホルダーの皆さまからさらに信頼される会社となるために、コマツはグループ全体でコーポ
レート・ガバナンスを強化し、経営効率の向上と企業倫理の浸透、経営の健全性確保に努めています。2016年4月�

目次

http://www.komatsu.co.jp/CompanyInfo/profile/basics_management/
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には、世界のコマツグループ現地の経営トップ層を「グローバルオフィサー」に任命し、グローバル連結経営の強化
を図っています。
　また株主・投資家の皆さまには、公正かつタイムリーな情報開示を進めるとともに、株主説明会やIRミーティン
グなどの積極的なIR活動を通じて、一層の経営の透明性向上を目指しています。

 コンプライアンス(法令遵守)

　社会において企業が果たすべき役割の重要性が高まっている今日、社員一人ひとりが「企業の社会的責任」を十
分に自覚し、狭い意味での法令にとどまらず、社会に一般に尊重されているビジネス社会のルールを遵守すること
が、社会の信頼に応えるために不可欠です。
　コマツは「SLQDC」という表現を通じ、「S（Safety：安全）やL（Law：法令遵守）が、Q（Quality：品質）、D
（Delivery:納期）、C（Cost：コスト）より優先する」ことを強く意識し、それぞれの業務において法令遵守の徹底
に努めています。

 リスク管理

　コマツグループでは、当社グループの持続的発展を脅かすあらゆる不確実性をリスクと定義したうえで、特にコ
ンプライアンス問題、環境問題、品質問題、災害発生、情報セキュリティ問題、反社会的勢力排除などを主要なリ
スクと認識し、これに対処すべく対策を講じています。

■ コンプライアンス・リスク監査（CR監査）
　コンプライアンス・リスク監査（CR監査）は、コマツ本体だけでなく、世界のコマツグループ各社、日本国内の販売代
理店ならびに関係性の強い協力企業までを対象に、法令遵守状況の確認・評価と、潜在的なコンプライアンス・リスクの
洗い出しを目的に、内部監査を実施するもので、2008年度より実施しています。実施項目は、(1)安全、(2)環境、(3)
労務、(4)経理・会計、(5)品質保証・リコール、(6)車検・特定自主検査（建設機械における車検のようなもの）、(7)輸出
管理、(8)情報セキュリティ、(9)独占禁止法�と広範に渡ります。
　CR監査は、リスクの洗い出しにとどまらず、各社・各部門での管理レベルとコンプライアンス意識のさらなる向上も目
指しており、繰り返し継続的に実施していくことにより、問題の事前防止にも役立つものと考えています。
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リンク元のページ

http://www.komatsu.co.jp/CompanyInfo/csr/2016/society/society03.html
http://www.komatsu.co.jp/CompanyInfo/ir/corporate_governance/
http://www.komatsu.co.jp/CompanyInfo/ir/corporate_governance/
https://home.komatsu/jp/company/officer/
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詳しい財務情報等については有価証券報告書をご覧下さい。
企業情報
●�企業の概況
●�事業の状況
●�設備の状況
●�提出会社の状況
　　（株式等の状況）
●�経理の状況　等

https://home.komatsu/jp/ir/library/annual-security-report/
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コマツ
〒107-8414	東京都港区赤坂2-3-6	
https://home.komatsu/jp/

コーポレートコミュニケーション部　
TEL：	03-5561-2616　　FAX：	03-3505-9662　　e-mail：	info@komatsu.co.jp
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